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先生の講演」をきいて6
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日吉台西中学校PTA7

○編集後記8

川崎市蟹ヶ谷の元海軍通信隊の地下壕。戦時中は

海軍の基地や艦隊からの受信基地で、日吉の連合

艦隊司令部とケーブルでつながれていたという。

日

吉

台

地

下

壕

保

存

の

会

と

私

幹
事
　
　
亀
岡
　
敦
子

ひ
ょ
ん
な
事
か
ら
「
地
下
壕
保
存
の
会
」

の
幹
事
の
一
員
と
な
っ
て
一
年
近
く
な
り

ま
し
た
。
二
・
三
年
前
か
ら
、
男
の
子
を
も
つ
母

親
と
し
て
、
我
が
子
を
戦
場
に
送
る
よ
う

な
事
は
決
し
て
し
た
く
な
い
と
思
い
始
め

て
い
ま
し
た
。

い
っ
た
い
あ
の
頃
、
私
の
祖
母
達
の
世

代
の
日
本
の
女
は
何
を
思
い
、
息
子
を
戦

場
に
送
る
た
め
白
い
割
烹
着
姿
で
バ
ン
ザ

イ
を
叫
ん
で
い
た
の
か
。
私
は
そ
の
年
齢

に
達
し
た
今
、
教
え
ら
れ
な
か
っ
た
歴
史

の
事
実
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

く
思
っ
て
い
ま
す
。

女
は
常
に
戦
争
の
被
害
者
の
顔
を
し
て

い
る
け
れ
ど
、
そ
れ
と
表
裏
一
体
、
加
害

者
の
顔
も
持
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
そ

の
顔
と
真
正
面
に
向
き
合
う
こ
と
が
、
私

達
母
親
の
次
の
世
代
へ
の
義
務
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
一
年
間
で
知
り
合
っ
た
人
々
や
知

識
は
、
楽
し
く
、
私
に
無
理
を
せ
ず
に
、

活
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
じ
っ
く
り
と
腰
を
す
え
て
前
向

き
に
つ
き
あ
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
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お

知

ら

せ

◎

日

吉

台

地

下

壕

見

学

会

日
時
　
九
月
二
一
日
（
土
）

午
後
1
時
半

場
所
　
慶
應
大
学
日
吉

藤
山
記
念
館
大
会
議
室

定
員
　
三
〇
名
。
た
だ
し
、
中
学

生
以
上
と
す
る
。

申
込
　
九
月
一
五
日
ま
で
に
、
往

復
葉
書
で
、
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
を
お
書
き
の

上
、
事
務
局
に
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で

御
了
承
下
さ
い
。

服
装
と
携
行
品

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
帽

子
・
長
靴
・
手
袋
・
懐
中

電
灯
・
筆
記
用
具
を
持
参
。

注
意
　
見
学
の
際
に
は
、
案
内
者

の
指
示
に
し
た
が
っ
て
行

動
し
、
謙
虚
な
気
持
ち
で

戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
考

え
、
歴
史
を
学
習
し
て
下

さ
い
。
入
口
の
民
家
で
地

下
壕
の
水
を
利
用
し
て
鯉

を
飼
っ
て
い
る
の
で
、
水

を
汚
さ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
。
汚
れ
た
長
靴
は
そ

の
ま
ま
は
い
て
帰
る
か
、

ビ
ニ
ー
ル
の
袋
に
い
れ
て

持
ち
帰
っ
て
下
さ
い
。

第
三
回
幹
事
会
報
告

日
時
　
七
月
八
日

場
所
　
藤
山
記
念
館
中
会
議
室

報
告
事
項

○
事
務
局
長
よ
り

●
一
、
　
会
員
数
＝
三
八
六
名

●
二
、
六
月
二
一
日
‥
川
崎
市

「
ふ
れ
あ
い
館
」
の
中
根
氏
よ
り
、

在
日
朝
鮮
人
中
学
・
高
校
生
と
来

日
す
る
予
定
の
韓
国
中
学
・
高
校

生
を
対
象
に
し
た
地
下
壕
見
学
会

を
行
い
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
、

地
主
の
方
の
了
解
を
得
て
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。

●
三
、
六
月
二
五
日
・
・
有
隣
堂
出

版
主
催
で
、
保
存
会
か
ら
寺
田
、

横
浜
大
空
襲
を
記
録
す
る
会
か
ら

今
井
氏
、
連
合
艦
隊
司
令
部
に
お

ら
れ
た
電
気
長
の
菅
谷
氏
に
よ
る

日
吉
台
地
下
壕
を
め
ぐ
っ
て
座
談

会
が
も
た
れ
た
。
こ
の
記
事
は
有

隣
堂
か
ら
「
有
隣
」
と
い
う
新
聞

に
掲
載
さ
れ
る
予
定
。

●
四
、
六
月
二
八
日
‥
慶
應
の
国

際
関
係
会
主
催
で
、
会
の
学
生
と

国
際
交
流
で
来
て
い
る
外
国
人
学

生
九
名
を
含
む
二
四
名
で
、
地
下

壕
を
見
学
し
た
。
そ
の
後
、
第
二

次
大
戦
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
応

答
が
あ
り
、
有
意
義
で
あ
っ
た
。

●
五
、
七
月
七
日
‥
日
吉
台
西
中

学
校
P
T
A
が
地
下
壕
見
学
の
予

定
。
日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー
で
、
一

時
間
レ
ク
チ
ャ
ー
。

●
六
、
七
月
一
四
日
‥
保
存
会
セ

ミ
ナ
ー
。
田
中
伸
尚
氏
の
講
演
を

予
定
。
●
七
、
八
月
四
日
‥
川
崎
市
「
ふ

れ
あ
い
館
」
の
地
下
壕
見
学
予
定
。

●
八
、
八
月
一
一
日
‥
八
王
子
地

下
壕
見
学
会
予
定
。

○
議
事

●
一
、
　
保
存
会
セ
ミ
ナ
ー
（
田
中

伸
尚
氏
の
講
演
会
）
に
つ
い
て

日
時
‥
七
月
一
四
日
（
日
）

午
後
二
時
三
〇
分

場
所
‥
藤
山
記
念
館
大
会
議
室

進
め
方
‥
受
付
、
記
録
、
司
会

懇
談

そ
の
他
‥
ポ
ス
タ
ー
、
講
師
謝
礼
、

車
代
、

●
二
、
高
尾
の
地
下
壕
見
学
会

日
時
‥
八
月
一
一
日
（
日
）

午
後
二
時

集
合
場
所
‥
J
R
ま
た
は
京
王
線

高
尾
駅
南
口
改
札
口

進
め
方
‥
参
加
費
の
徴
収
、
挨
拶

案
内
者
の
話
、
地
下
壕

見
学
、
浅
川
市
民
セ
ン

タ
ー
で
レ
ク
チ
ャ
ー

●
三
、
地
下
壕
の
調
査
と
記
録
の

進
め
方
に
つ
い
て

八
月
七
日
（
水
）
幹
事
会
の
後
、

記
念
館
裏
の
地
下
壕
の
調
査
、
続

け
て
、
八
月
九
日
（
金
）
、
八
月

一
三
日
（
火
）
、
八
月
一
六
日

（
金
）
に
予
定
。

●
四
、
聞
き
取
り
調
査
に
つ
い
て

名
簿
を
作
成
し
、
手
分
け
し
て
当

た
る
。

●
五
、
日
吉
台
地
下
壕
の
見
学
会

に
つ
い
て

九
月
二
一
日
（
土
）

一
時
三
〇
分
～
二
時
三
〇
分

藤
山
紀
念
館
大
会
議
室
で
説
明

二
時
二
〇
分
～
四
時

地
下
壕
見
学
、

●
六
、
保
存
運
動
の
進
め
方
に
つ

い
て
区
役
所
で
、
今
後
の
方
針
を
聞
く
。

議
員
に
相
談
す
る
。

●
七
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
に

つ
い
て

今
ま
で
に
ま
と
め
た
も
の
を
基
に

作
成
す
る
。



（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1991年8月28日　　　第13号

●
八
、
会
報
第
一
二
号
に
つ
い
て

感
想
文
が
良
か
っ
た
。
戦
争
体
験

の
無
い
若
い
お
母
さ
ん
が
、
あ
れ

だ
け
感
じ
る
の
は
大
変
な
こ
と
だ

と
思
っ
た
（
小
園
）
。

●
九
、
会
報
一
三
号
の
発
行
に
つ

い
て

八
月
下
旬
に
発
行
す
る
。
内
容
は
、

行
事
の
報
告
と
今
後
の
予
定
、
全

国
集
会
の
報
告
な
ど

◆
一
〇
、
そ
の
他

全
国
集
会
へ
の
派
遣
に
つ
い
て

第
四
回
幹
事
会
報
告

日
時
　
八
月
七
日

場
所
　
藤
山
記
念
館
中
会
議
室

報
告
事
項

○
事
務
局
長
よ
り

●
一
、
会
員
数
＝
三
九
五
名

●
二
、
七
月
七
日
‥
日
吉
台
西
中

学
校
P
T
A
が
地
下
壕
見
学
。
日

吉
地
区
セ
ン
タ
ー
で
、
一
時
間
レ

ク
チ
ャ
ー
。
四
〇
名
参
加
。

●
三
、
七
月
一
四
日
‥
保
存
会
セ

ミ
ナ
ー
。
田
中
伸
尚
氏
の
講
演
。

三
八
名
参
加
。

●
四
、
七
月
二
八
日
‥
茂
呂
先
生

が
父
母
と
生
徒
一
〇
人
で
日
吉
台

地
下
壕
見
学
。

●
五
、
七
月
三
〇
日
‥
東
京
新
聞

記
者
と
会
談
。
八
月
七
日
の
東
京

新
聞
に
掲
載
予
定
。

●
六
、
八
月
一
日
‥
有
隣
堂
出
版

発
行
の
「
有
隣
第
二
八
五
号
」
に

地
下
壕
に
関
す
る
座
談
会
の
記
事

が
掲
載
。

●
七
、
八
月
四
日
‥
川
崎
市
「
ふ

れ
あ
い
館
」
主
催
の
地
下
壕
見
学

会
を
行
っ
た
。

在
日
韓
国
中
高
生
数
名
と
、
交

流
活
動
を
し
て
い
る
日
本
の
女
子

高
生
数
名
の
他
、
韓
国
か
ら
参
加

し
た
中
学
・
高
校
生
一
八
名
、
ふ

れ
あ
い
館
関
係
者
数
名
が
参
加
。

N
H
K
テ
レ
ビ
が
来
て
い
て
、

九
日
の
午
後
六
時
か
ら
の
イ
ブ
ニ

ン
グ
ニ
ュ
ー
ス
と
、
八
時
四
五
分

か
ら
の
N
C
8
4
5
で
放
映
予
定
。

●
八
、
八
月
六
日
‥
記
念
館
裏
の

地
下
壕
と
蟹
が
谷
の
地
下
壕
の
下

見
を
し
た
（
寺
田
、
茂
呂
）
。

●
九
、
一
〇
月
一
二
日
‥
矢
上

小
学
校
家
庭
教
育
学
級
で
地
下
壕

見
学
予
定
。

●
一
〇
、
一
〇
月
二
六
日
‥
駒
林

小
学
校
P
T
A
で
地
下
壕
見
学
会

予
定
。
地
区
セ
ン
タ
ー
一
三
時
。

●
一
一
、
　
一
一
月
一
二
日
‥
日
吉

台
南
小
学
枚
P
T
A
で
地
下
壕
見

学
予
定
。
日
吉
台
南
小
一
〇
時
。

●
一
二
、
一
一
月
三
〇
日
‥
神
奈

川
県
高
校
社
会
科
教
員
団
体
の
地

下
壕
見
学
会
予
定
。

●
一
三
、
そ
の
他
、
川
崎
市
の
木

月
小
学
校
教
職
員
、
慶
應
の
教
職

員
な
ど
が
見
学
を
希
望
。

●
一
四
、
映
画
「
戦
争
と
青
春
」
、

九
月
一
四
日
公
開
。
特
別
鑑
賞
券

大
人
千
二
百
円
（
割
引
券
千
八
十

円
）
、
中
高
大
生
千
円
（
割
引
券

九
百
円
）
、
小
学
生
八
百
円
（
割

引
券
七
百
二
十
円
）
問
い
合
わ

せ
は
事
務
局
ま
で
。

○
議
事

●
一
、
保
存
会
セ
ミ
ナ
ー
（
田
中

伸
尚
氏
の
講
演
会
）
に
つ

い
て

感
想
‥
①
膨
大
な
資
料
を
調
べ
て

お
ら
れ
る
こ
と
が
、
凄
い
と
思
う
。

②
こ
の
よ
う
な
お
話
を
若
い
人
に

聞
か
せ
た
い
。
③
参
加
者
が
多
い

と
よ
い
。
も
っ
と
宣
伝
す
れ
ば
よ

い
。
分
か
り
や
す
か
っ
た
。

●
二
、
高
尾
の
地
下
壕
見
学
会
に

つ
い
て

案
内
者
は
豊
島
氏

●
三
、
地
下
壕
の
調
査
と
記
録
の

進
め
方
に
つ
い
て

八
月
一
三
日
（
火
）
＝
実
施

午
後
一
時
三
〇
分
、

日
吉
駅
西
口
バ
ス
待
合
所
集
合

普
通
部
南
の
地
下
壕
調
査

●
四
、
日
吉
台
地
下
壕
見
学
会
に

つ
い
て

幹
事
は
午
後
一
時
に
集
合
。

事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
る
。

●
五
、
保
存
運
動
の
進
め
方
に
つ

い
て

港
北
区
の
区
長
に
会
っ
て
話
を
聞

き
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え

て
、
保
存
の
要
望
を
す
る
。

問
題
は
道
路
か
ら
直
接
は
い
る

こ
と
が
出
来
る
入
口
を
確
保
す
る

こ
と
で
あ
る
。
入
口
の
整
備
と
泥

の
除
去
に
か
か
る
費
用
を
、
専
門

家
に
み
て
も
ら
う
。
整
備
保
存
の

要
望
す
る
と
き
、
横
浜
市
役
所
の

窓
口
は
ど
こ
に
な
る
か
。
地
下
壕

の
管
理
を
ど
う
す
る
か
。
市
も
慶

應
も
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
の
責

任
を
最
も
問
題
に
し
て
い
る
。

◎
そ
の
後
の
活
動
報
告

①
八
月
九
日
‥
N
H
K
テ
レ
ビ

午
後
六
時
か
ら
「
多
民
族
共
生
時

代
」
と
い
う
番
組
の
中
で
「
ふ
れ

あ
い
館
」
の
地
下
壕
見
学
を
約
二

分
間
放
映
。

②
八
月
一
一
日
‥
高
尾
の
地
下

壕
見
学
。
二
三
名
参
加
。
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③
八
月
一
二
日
‥
T
B
S
が
、

午
後
二
時
よ
り
地
下
壕
を
ビ
デ
オ

撮
影
。④
八
月
一
三
日
‥
普
通
部
南
の

地
下
壕
調
査
。
テ
レ
ビ
東
京
が
下

見
に
参
加
。

⑤
八
月
一
四
日
‥
午
前
一
〇
時

に
茂
呂
幹
事
と
事
務
局
長
の
二
人

が
、
港
北
区
の
区
政
推
進
課
の
課

長
と
係
長
に
会
い
、
約
二
時
間
ほ

ど
保
存
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

壕
そ
の
も
の
の
保
存
に
つ
い
て

は
消
極
的
で
、
記
録
の
保
存
、
資

料
の
収
集
に
つ
い
て
は
関
心
が
あ

っ
た
。
記
録
の
保
存
に
つ
い
て
今

年
度
予
算
申
請
し
た
が
通
ら
な
か

っ
た
の
で
来
年
度
は
申
請
で
き
な

い
。
し
か
し
当
時
の
人
が
高
齢
で

あ
る
の
で
、
当
時
の
資
料
の
収
集

や
記
録
の
保
存
は
考
え
な
け
れ
ば

と
の
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
神
奈
川
県
が
一
九
九
一
年

開
館
を
め
ざ
し
て
費
用
百
五
十
億

円
で
建
設
を
予
定
し
て
い
る
「
国

際
こ
ど
も
館
・
平
和
館
」
が
、
資

料
の
提
供
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

県
の
方
に
も
連
絡
を
取
っ
て
調
べ

た
ら
ど
う
か
。
区
の
窓
口
と
し
て

は
、
適
当
な
と
こ
ろ
は
な
い
が
、

も
っ
て
行
く
と
す
れ
ば
総
務
局
の

文
書
課
に
な
る
だ
ろ
う
。
以
前
国

際
・
平
和
交
流
に
つ
い
て
検
討
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
土
砂
の
流
入

が
激
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、

保
存
と
切
り
放
し
て
崖
崩
れ
な
ど

の
防
止
の
目
的
で
、
壕
の
で
入
口

が
整
備
で
き
な
い
か
。
な
ど
話
し

合
っ
た
。
⑥
八
月
一
四
日
‥
テ
レ
ビ
東
京

が
、
一
時
よ
り
普
通
部
南
と
蟹
ヶ

谷
の
地
下
壕
を
ビ
デ
オ
提
影
。

産
経
新
聞
記
者
も
同
行
し
た
。

⑦
八
月
一
五
日
‥
T
B
S
ビ
ッ

グ
モ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
番
組
で
、

午
前
七
時
三
二
分
よ
り
八
分
間
、

日
吉
台
地
下
壕
を
放
映
。

産
経
新
聞
に
も
掲
載
。

⑧
八
月
一
七
日
‥
テ
レ
ビ
東
京

が
N
イ
ブ
ニ
ン
グ
と
い
う
番
組
で
、

午
後
六
時
一
五
分
頃
、
約
四
分
ほ

ど
地
下
壕
を
放
映
。

日

吉

台

地

下

壕

の

思

い

出安
藤
　
喜
代
司

昭
和
二
〇
年
八
月
一
七
日
熊
本

県
菊
池
の
特
攻
基
地
か
ら
夜
陰
に

ま
ぎ
れ
て
脱
走
し
、
横
浜
の
我
が

家
へ
や
っ
と
の
思
い
で
た
ど
り
着

き
ま
し
た
。
幸
い
な
事
に
家
は
空

襲
の
被
害
に
あ
わ
ず
ほ
っ
と
し
ま

し
た
が
、
勤
め
て
い
た
造
船
所
は

鉄
が
無
い
た
め
何
の
仕
事
も
な
く
、

親
子
七
人
食
わ
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
長
男
の
責
務
を
感
じ
、

つ
て
を
求
め
て
日
吉
の
慶
應
大
学

に
進
駐
し
て
き
た
米
第
八
軍
通
信

隊
の
将
校
食
堂
に
ボ
ー
イ
と
し
て

働
き
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
一
部

を
除
い
て
殆
ど
廃
屋
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
台
地
の
一
番
南
側
に

三
棟
あ
る
三
階
建
て
の
元
学
生
の

寄
宿
舎
の
一
番
北
側
の
一
棟
が
食

堂
で
、
三
棟
に
は
約
百
人
の
将
校

が
寝
泊
ま
り
し
て
お
り
ま
し
た
。

現
在
の
高
校
の
校
舎
に
は
、
机
を

全
部
取
り
払
っ
て
約
七
百
人
の
米

兵
が
お
り
ま
し
た
。
戦
争
中
に
聞

い
て
い
た
「
鬼
畜
米
英
」
と
い
う

言
葉
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
、

毎
日
の
料
理
の
残
り
を
全
部
家
に

持
っ
て
帰
っ
て
、
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
、
兄
弟
に
食
べ
さ
せ
な
さ

い
と
私
に
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
家
族
全
員
丸
々
と

太
っ
て
配
給
米
な
ど
余
る
ぐ
ら
い

で
し
た
。
そ
の
時
、
暇
を
見
て
懐

中
電
灯
を
持
っ
て
興
味
深
げ
に
友

人
と
二
人
で
食
堂
の
横
に
あ
る
入

口
か
ら
長
い
階
段
を
下
り
て
地
下

壕
に
入
り
、
ず
い
分
大
変
な
も
の

を
造
っ
た
も
の
だ
と
感
心
し
ま
し

た
。
壕
の
中
に
は
天
井
に
通
風
筒

が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お
り
、
い
ろ

い
ろ
な
機
械
や
、
会
議
室
の
よ
う

な
広
い
部
屋
に
は
書
棚
や
テ
ー
ブ

ル
・
椅
子
、
又
広
い
通
路
に
は
ベ

ッ
ド
が
あ
り
、
書
類
や
ボ
ー
ル
箱

が
散
ら
ば
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ

の
内
、
近
所
の
人
達
や
様
子
を
知

っ
て
い
る
人
達
が
、
山
の
下
の
入

口
か
ら
中
に
入
り
殆
ど
の
物
を
全

部
も
っ
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
1

や
が
て
日
吉
の
駅
に
パ
ン
パ
ン

（
米
兵
相
手
の
売
春
婦
）
が
た
む

ろ
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
時
期
に

は
毎
晩
二
〇
人
位
が
兵
隊
と
駅
の

周
辺
で
交
渉
し
て
い
る
姿
が
見
え
、

一
般
の
人
は
気
持
ち
悪
が
っ
て
夜

暗
く
な
る
と
、
日
吉
の
駅
や
町
の

中
は
殆
ど
人
通
り
が
な
く
な
り
ま

し
た
。
パ
ン
パ
ン
は
グ
ラ
ン
ド
の

周
り
や
地
下
壕
の
中
で
商
売
を
し
、

無
警
察
状
態
が
続
き
ま
し
た
。
そ

の
内
黒
人
の
兵
隊
が
何
か
の
い
ざ

こ
ざ
で
地
下
壕
の
中
で
殺
さ
れ
た

事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

連
合
艦
隊
司
令
部
が
日
吉
に
移

っ
て
間
も
な
く
、
恐
ら
く
ス
パ
イ

が
通
報
し
た
の
で
し
ょ
う
、
米
軍
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の
知
る
所
と
な
り
、
日
吉
が
空
襲

に
あ
い
一
般
の
民
家
が
大
分
焼
け

ま
し
た
。
こ
ん
な
立
派
な
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
の
校
舎
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
上
級
将
校
達
は
、
自

分
の
み
の
安
全
を
一
〇
〇
パ
ー
セ

ン
ト
守
る
た
め
に
地
下
深
く
壕
を

掘
り
、
空
襲
警
報
が
な
る
と
い
ち

早
く
地
下
に
退
散
す
る
と
い
う
卑

劣
な
行
為
を
取
っ
て
来
ま
し
た
。

昨
年
上
野
か
ら
靖
国
神
社
へ
と

桜
見
物
に
行
っ
た
と
き
の
事
で
す

が
、
靖
国
神
社
の
参
道
横
の
植
え

込
み
の
中
で
、
多
勢
の
人
が
ム
シ

ロ
の
上
で
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
ド
ン
チ

ャ
ン
騒
ぎ
を
し
て
い
る
の
を
見
て
、

こ
れ
で
は
国
の
た
め
に
命
を
落
と

し
た
英
霊
も
た
ま
っ
た
も
の
で
は

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
少
な
く
と
も
日
本
を
侵
略
し

よ
う
と
す
る
国
は
先
ず
無
い
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
い
た
ず
ら
に
軍
備
に
無
駄
な

金
を
費
や
し
て
毎
日
戦
争
ご
っ
こ

を
し
て
い
る
様
子
を
見
る
と
、
本

当
に
腹
立
た
し
い
思
い
が
し
ま
す
。

防
衛
費
の
半
分
で
も
社
会
福
祉
に

廻
し
た
ら
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い

国
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

く
だ
ら
な
い
戦
争
を
絶
対
に
起

こ
さ
せ
な
い
よ
う
、
戦
争
の
愚
か

さ
を
知
ら
な
い
世
代
の
人
達
に
、

一
部
の
権
力
の
あ
る
人
間
に
よ
っ

て
我
々
が
踊
ら
さ
れ
た
馬
鹿
げ
た

容
を
二
度
と
繰
り
返
さ
せ
な
い
よ

う
、
日
吉
台
の
地
下
壕
を
永
久
に

保
存
し
後
世
に
伝
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

「
強
制
運
行
・
強

制

労

働

を

考

え

る

全

国

交

流

集

会

」

参

加

報

告

記小薗
　
優
子

去
る
七
月
二
七
・
二
八
日
の

二
日
間
、
兵
庫
県
西
宮
市
で
、
第

二
回
目
の
全
国
交
流
集
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
一
昨
年
五
月
の
韓
国

ノ
・
テ
ウ
大
統
領
の
来
日
を
一
つ

の
契
機
と
し
て
朝
鮮
人
強
制
問
題

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
こ
の
一
・
二
年
各
地

で
こ
つ
こ
つ
と
調
査
に
か
か
わ
っ

て
来
た
人
々
が
、
こ
の
集
会
を
き

っ
か
け
に
大
き
く
交
流
を
始
め
ま

し
た
。昨
年
第
一
回
目
の
集
会
に
、
私

達
の
会
で
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
今
回
は

幹
事
会
で
討
議
の
上
、
正
式
に
賛

同
団
体
と
し
て
加
入
、
同
時
に
集

会
に
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

暑
い
さ
な
か
で
し
た
が
、
昨
年

に
も
ま
し
て
八
五
団
体
、
四
百
数

十
名
の
人
々
が
西
宮
市
の
勤
労
会

館
に
つ
め
か
け
、
西
宮
市
長
（
代

理
）
の
挨
拶
を
皮
切
り
に
、
記
念

講
演
「
『
強
制
連
行
』
の
調
査
の

課
題
と
展
開
」
と
い
う
題
で
、
朴

慶
植
氏
の
熱
の
こ
も
っ
た
話
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。
「
戦
後
四
五
年
、

遅
き
に
失
し
た
と
は
い
え
、
今
や

ら
ね
ば
永
遠
に
闇
の
中
に
葬
り
さ

ら
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
言
葉
が

心
に
残
り
ま
し
た
。

そ
の
前
後
に
、
各
地
で
各
様
に

取
り
組
ん
で
い
る
二
〇
団
体
ほ
ど

の
市
民
の
会
の
代
表
が
か
わ
る
が

わ
る
登
壇
し
、
三
分
間
ス
ピ
ー
チ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
も
日
吉
台

地
下
壕
に
つ
い
て
の
あ
ら
ま
し
と

現
状
を
訴
え
ま
し
た
。
「
慶
應
の

キ
ャ
ン
パ
ス
の
下
に
、
そ
ん
な
凄

い
地
下
壕
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
！
」

と
び
っ
く
り
さ
れ
、
か
っ
て
慶
應

で
学
ん
だ
事
の
あ
る
人
す
ら
「
知

ら
な
か
っ
た
！
」
と
い
う
声
を
聞

き
、
も
っ
と
沢
山
の
身
近
な
人
々

に
も
、
太
平
洋
戦
争
下
の
実
態
を

知
っ
て
頂
か
な
く
て
は
と
思
っ
た

次
第
で
す
。

全
体
集
会
の
あ
と
、
一
〇
の
分

科
会
に
分
か
れ
て
、
報
告
と
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
れ
も
魅
力

あ
る
分
科
会
で
、
あ
ち
ら
に
も
こ

ち
ら
に
も
出
て
み
た
い
欲
望
に
か

ら
れ
ま
し
た
が
、
当
面
、
日
吉
の

地
下
壕
と
最
も
関
係
の
あ
り
そ
う

な
第
五
分
科
会
「
地
下
工
場
・
地

下
軍
需
施
設
建
設
工
事
と
強
制
連

行
」
と
い
う
話
合
い
に
参
加
し
ま

し
た
。

こ
の
分
科
会
で
は
、
「
ト
ン
ネ

ル
の
暗
闇
の
中
に
真
実
の
歴
史
を

照
ら
す
光
が
あ
る
」
と
い
う
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
こ
れ
ま
で
の

調
査
・
研
究
の
成
果
を
発
表
し
あ

い
、
今
後
ど
の
様
に
戦
争
の
爪
跡

を
保
存
し
て
行
く
の
か
と
い
う
保

存
の
取
り
組
み
の
話
ま
で
聞
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
会
場
で
配
ら

れ
た
夕
食
の
弁
当
を
食
べ
つ
つ
、

八
時
ま
で
話
合
い
が
重
ね
ら
れ
、

そ
の
あ
と
阪
急
電
車
で
ゆ
ら
れ
て
、

宿
泊
先
の
甲
陽
園
駅
の
近
く
の
神

戸
学
生
青
年
セ
ン
タ
ー
と
い
う
所

に
行
き
ま
し
た
。

宿
で
は
各
自
お
も
い
お
も
い
の

交
流
が
、
午
前
二
時
ま
で
繰
り
広
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げ
ら
れ
、
全
国
各
地
の
い
ろ
い
ろ

な
方
々
と
心
ゆ
く
ま
で
語
り
合
い

が
続
き
ま
し
た
。
「
神
奈
川
県
は

全
国
で
も
一
番
地
下
壕
の
多
い
と

こ
ろ
で
す
か
ら
、
し
っ
か
り
や
っ

て
下
さ
い
」
と
誰
や
ら
に
声
を
か

け
ら
れ
、
一
番
た
く
さ
ん
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
番
遅
れ
て
い

る
な
ぁ
と
実
感
し
た
こ
と
し
き
り

で
し
た
。
二
日
目
は
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
と
し
て
甲
陽
園
の
地
下
工

場
跡
に
入
り
ま
し
た
。
ひ
と
一
人

が
横
に
な
っ
て
や
っ
と
通
れ
そ
う

な
民
家
の
軒
先
を
通
っ
て
壕
に
入

り
、
例
の
（
敗
戦
の
時
に
、
強
制

労
働
の
朝
鮮
人
が
祖
国
独
立
の
喜

び
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
か
い
た
と
思

わ
れ
る
）
壕
の
壁
に
刻
ま
れ
た

「
朝
鮮
国
独
立
」
の
文
字
を
目
の

あ
た
り
に
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
甲
陽
園
小
学
校
で
、

映
画
「
ア
リ
ラ
ン
の
う
た
―
沖
縄

か
ら
の
証
言
」
を
見
た
あ
と
、
し

め
く
く
り
と
し
て
の
全
体
集
会
が

同
じ
会
場
で
開
か
れ
、
来
年
の
第

三
回
集
会
を
広
島
で
開
く
こ
と
を

確
誌
し
て
、
二
日
間
の
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
全
国
各
地
で
、
た
く
さ
ん
の
人

々
が
、
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
る

姿
に
胸
う
た
れ
、
励
ま
さ
れ
て
帰

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
保

存
の
会
で
も
今
後
生
か
し
て
い
か

な
く
て
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

使
い
捨
て
に
さ
れ
、
放
置
さ
れ

た
ま
ま
、
連
行
者
の
名
簿
さ
え
提

出
し
な
い
政
府
に
対
し
、
戦
後
補

償
を
さ
せ
る
運
動
を
続
け
て
行
く

の
が
、
私
達
の
戦
後
責
任
で
あ
り
、

日
本
が
世
界
に
信
頼
さ
れ
る
道
で

も
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

保
存
の
会
セ
ミ
ナ
ー

田

中

伸

尚

先

生

の

講

演

を

聞

い

て

馬
養
　
貞
子

学
生
の
項
、
歴
史
を
学
ん
だ

「
戦
争
」
で
あ
る
が
、
何
も
理
解

で
き
ず
に
表
面
に
浮
い
て
い
る
活

字
の
み
を
覚
え
た
ま
ま
今
日
ま
で

過
ご
し
て
き
た
。
地
下
壕
保
存
の

会
に
入
会
し
、
こ
の
頃
よ
う
や
く

（
少
々
遅
い
か
も
知
れ
な
い
が
）

ど
う
し
て
？
何
故
？
と
思
う
よ
う

に
な
っ
て
き
た
の
で
、
と
て
も
興

味
深
く
聞
か
せ
て
頂
い
た
。

私
に
と
っ
て
は
、
薄
い
ベ
ー
ル

が
一
枚
は
が
さ
れ
て
い
く
よ
う
な

も
の
で
、
中
に
は
気
の
遠
く
な
る

よ
う
な
膨
大
な
資
料
の
山
が
あ
っ

た
。
そ
れ
ら
を
要
約
し
、
分
か
り

や
す
く
説
明
し
て
下
さ
る
に
は
、

ど
れ
ほ
ど
の
日
時
を
費
や
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
ほ
ん
の
少
し
背

景
が
見
え
た
思
い
だ
っ
た
。

戦
争
を
体
験
し
な
い
世
代
で
も
、

日
本
人
と
し
て
、
も
っ
と
知
る
べ

き
だ
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
。

日
吉
台
地
下
壕
見
学
会
感
想
文

駒
林
小
学
校
P
T
A

日

吉

台

地

下

壕

の

見

学

を

終

え

て

地
下
壕
を
出
る
と
、
子
ど
も
達

の
明
る
い
声
が
遠
く
に
聞
こ
え
、

太
陽
が
ま
ぶ
し
く
感
じ
ら
れ
た
。

足
元
を
見
る
と
長
靴
は
泥
だ
ら
け

で
あ
っ
た
。

私
は
今
、
戦
時
中
に
作
ら
れ
た

連
合
艦
隊
司
令
部
の
見
学
を
終
え

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

中
は
真
っ
暗
で
、
持
参
し
た
懐

中
電
灯
は
役
に
た
た
ず
、
ガ
イ
ド

役
の
寺
田
先
生
の
持
つ
ビ
デ
オ
ラ

イ
ト
が
唯
一
、
中
の
様
子
を
明
る

く
映
し
出
し
て
く
れ
た
。

幅
三
～
四
m
、
高
さ
三
m
の
ト

ン
ネ
ル
が
H
型
に
組
み
合
わ
さ
れ
、

内
側
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
き
れ
い

に
仕
上
げ
て
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

足
元
は
泥
と
地
下
水
で
ぬ
か
っ
て

お
り
非
常
に
す
べ
り
や
す
い
。

暗
号
隊
の
部
屋
、
水
洗
ト
イ
レ

跡
、
発
電
機
設
置
跡
、
と
説
明
を

受
け
る
が
当
時
の
様
子
が
も
う
一

つ
ピ
ン
と
こ
な
い
。

ト
ン
ネ
ル
の
天
井
に
ゲ
ジ
ゲ
ジ

の
群
れ
を
見
た
と
き
は
思
わ
ず
帽

子
を
か
ぶ
り
な
お
し
た
。
そ
し
て

早
く
外
に
出
た
い
と
思
っ
た
。

よ
く
こ
ん
な
に
立
派
な
地
下
壕

を
、
戦
争
末
期
に
作
っ
た
も
の
だ

と
感
心
し
た
。

見
学
を
終
え
て
、
一
週
間
、
二

週
間
と
時
間
が
経
つ
が
、
自
分
の

目
で
み
た
地
下
壕
は
消
え
な
い
。

そ
し
て
戦
争
の
二
文
字
と
重
な
る
。

私
の
故
郷
は
広
島
で
、
今
も
、

原
爆
炸
裂
直
下
の
建
物
が
異
様
な

姿
を
残
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て

原
爆
資
料
館
と
対
に
な
っ
て
「
戦

争
の
恐
怖
」
を
現
代
の
人
に
伝
え

て
お
り
ま
す
。

時
が
流
れ
、
平
和
な
時
が
続
き
、

「
戦
争
の
恐
怖
」
を
伝
え
る
生
き

証
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。こ
の
度
の
イ
ラ
ク
戦
争
も
、
テ

レ
ビ
を
通
じ
て
知
る
だ
け
で
、
実

態
を
知
る
人
は
少
な
い
。
ピ
ン
ポ
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イ
ン
ト
爆
撃
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の

よ
う
だ
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

子
ど
も
達
が
「
戦
争
と
平
和
」

を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
ま

た
子
供
達
が
大
人
に
な
り
、
自
分

達
の
子
供
に
「
平
和
の
大
切
さ
」

を
語
る
た
め
に
、
そ
し
て
日
吉
の

歴
史
を
語
り
継
ぐ
遺
跡
と
し
て
も
、

こ
の
地
下
壕
を
整
備
保
存
し
、
活

用
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

寺
田
先
生
、
関
係
者
の
皆
様
、

今
回
は
貴
重
な
お
話
と
体
験
を
さ

せ
て
頂
き
、
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
（
父
親
）

日

吉

台

地

下

壕

に

入

っ

て

何
し
ろ
始
め
て
の
体
験
で
、
び

っ
く
り
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

こ
ん
な
に
立
派
な
も
の
が
あ
る

事
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
と
っ

て
も
い
い
体
験
で
し
た
。
子
供
達

に
も
見
せ
て
や
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。お
話
も
よ
く
わ
か
り
、
楽
し
い

一
時
で
し
た
。
　
　
　
（
丸
橋
）

日
吉
台
地
下
壕
見
学
会
感
想
文

日
吉
台
西
中
学
校
P
T
A

成
人
教
育
委
員
会

日
吉
台
地
下
壕
の
見
学
会
を
西

中
成
人
係
の
企
画
と
し
て
持
た
せ

て
頂
き
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
参
加
希
望
者
が
多
く
、

抽
選
で
お
断
り
し
た
方
も
沢
山
あ

り
ま
し
た
。
又
、
P
T
A
の
行
事

と
し
て
は
男
性
の
参
加
申
込
が
多

か
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
思
っ
た

以
上
に
地
下
壕
へ
の
関
心
は
深
い

と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

寺
田
先
生
の
話
を
聞
き
、
実
際

に
地
下
壕
に
入
っ
て
見
る
こ
と
で
、

「
戦
争
」
が
身
近
な
具
体
的
な
も

の
に
な
り
、
住
ん
で
い
る
日
吉
の

町
も
近
郊
の
ベ
ッ
ど
タ
ウ
ン
と
し

て
の
、
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
な
イ
メ
ー

ジ
か
ら
歴
史
を
持
っ
た
町
（
当
り

前
で
す
が
）
と
し
て
自
分
の
中
で

生
き
生
き
と
し
て
き
ま
す
。
も
っ

と
沢
山
の
人
、
子
供
達
に
地
下
壕

を
見
て
貰
い
た
い
。
そ
の
た
め
に

地
下
壕
の
整
備
・
保
存
が
さ
れ
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

自
分
達
が
住
ん
で
い
る
地
域
の

戦
争
当
時
の
歴
史
を
き
ち
ん
と
見

つ
め
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
現
在
の

私
達
を
癒
す
何
か
を
貰
え
る
気
が

し
ま
す
。
そ
の
事
も
戦
争
を
記
録

す
る
作
業
の
一
つ
の
側
面
と
し
て

大
切
な
こ
と
に
思
え
ま
す
。

先
日
、
兄
に
地
下
壕
の
話
を
し

た
と
こ
ろ
「
子
供
の
頃
遊
ん
で
隅

か
ら
隅
ま
で
知
っ
て
い
る
」
と
の

事
で
、
た
て
穴
の
は
し
ご
を
降
り

て
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
入
口
に
抜
け

た
り
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
古
い

竹
ぼ
う
き
と
コ
ー
ル
タ
ー
ル
で
照

明
を
作
っ
て
入
っ
た
な
ど
と
い
っ

て
い
ま
し
た
。
蛙
な
ん
か
を
捕
ま

え
て
食
べ
る
た
め
に
、
マ
ッ
チ
、

塩
を
必
ず
持
ち
歩
い
て
い
た
昭
和

三
〇
年
代
の
悪
が
き
の
姿
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。

父
は
横
須
賀
の
艦
政
本
部
で
特

殊
潜
航
艇
の
設
計
な
ど
を
し
て
い

た
技
師
で
す
か
ら
、
海
軍
の
疎
開

の
話
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
吉

に
住
み
な
が
ら
地
下
壕
は
見
た
事

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
に
と

っ
て
は
見
学
会
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
ぼ
ん
や
り
と
し
た
昔
の
日
吉

の
風
景
や
子
供
時
代
の
防
空
壕
の

噂
な
ど
が
、
や
っ
と
は
っ
き
り
し

た
像
を
結
ん
で
見
え
て
来
た
わ
け

で
す
。
（
成
人
係
　
喜
田
美
登
理
）

戦
争
を
ぐ
っ
と
近
い
も
の
に
感

じ
ま
し
た
。
特
に
寺
田
先
生
の
お

話
は
、
分
か
り
や
す
く
、
極
普
通

に
戦
争
の
事
、
戦
後
の
様
子
な
ど

話
さ
れ
る
の
で
、
感
心
し
て
引
き

込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に

対
す
る
愛
着
を
持
つ
た
め
に
は
、

や
っ
ぱ
り
歴
史
を
知
る
こ
と
が
一

番
で
す
ね
。
と
言
う
訳
で
早
速
保

存
の
会
に
も
入
会
し
、
い
ろ
い
ろ

勉
強
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
企
画
を
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
（
1
年
2
組
　
小
林
）

縁
あ
っ
て
日
吉
に
住
ん
で
五
年

が
た
ち
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、

一
度
は
ぜ
ひ
見
学
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
常
々
思
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
埋
も
れ
さ
せ
て
し
ま

う
に
は
、
余
り
に
も
大
き
な
歴
史

の
一
部
分
と
し
て
、
も
っ
た
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
中
一
、
中
三
の

子
供
達
に
も
ぜ
ひ
見
学
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。

お
客
様
を
お
呼
び
し
て
も
、
ご

案
内
す
る
と
こ
ろ
も
な
い
日
吉
に
、

こ
ん
な
凄
い
も
の
が
あ
る
な
ん
て
、

大
き
な
声
で
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
い
気
持
ち
で
す
。

寺
田
先
生
は
じ
め
保
存
の
会
の

方
々
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
お
世
話

を
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
1
年
3
組
田
尻
a
）
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学
生
の
時
か
ら
存
在
は
知
っ
て

い
た
が
、
中
へ
入
る
機
会
を
得
ま

し
た
。戦
時
中
に
作
ら
れ
た
と
は
い
え
、

内
部
に
は
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
る
設

備
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
か
、
寺

田
先
生
の
ご
説
明
が
な
け
れ
ば
、

何
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
か
わ

か
ら
ず
、
現
在
の
よ
う
に
立
ち
入

り
も
不
自
由
で
あ
れ
ば
、
何
れ
も

地
域
在
住
者
に
も
知
ら
れ
ず
消
滅

し
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
と
も
す
れ
ば
曖
昧
に
さ
れ
が

ち
な
第
二
次
大
戦
関
連
の
歴
史
を

正
確
に
保
存
し
、
次
代
に
伝
え
る

た
め
に
保
存
運
動
に
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
（
1
年
3
組
　
田
尻
b
）

激
変
す
る
世
界
の
動
き
を
テ
レ

ビ
等
で
見
る
た
び
に
、
「
日
本
に

生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
子

供
た
ち
。
日
本
の
侵
略
の
歴
史
に

つ
い
て
、
に
わ
か
知
識
で
話
し
て

は
み
る
も
の
の
表
面
的
に
し
か
伝

え
ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
日
々

の
中
、
地
下
壕
見
学
の
話
が
西
中

成
人
教
育
係
の
活
動
の
一
つ
と
し

て
持
ち
上
が
っ
た
。
日
吉
の
慶
應

の
森
の
下
に
連
合
艦
隊
司
令
部
が

地
下
壕
を
造
り
、
そ
れ
が
現
存
し

て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
日
吉

の
町
は
、
司
令
部
の
他
、
海
軍
の

重
要
な
機
関
が
慶
應
の
キ
ャ
ン
パ

ス
に
移
っ
て
き
た
た
め
に
、
空
襲

に
さ
ら
さ
れ
た
と
言
う
。
話
を
聞

け
ば
聞
く
ほ
ど
、
正
に
「
見
な
い

で
ど
う
す
る
」
と
い
う
思
い
で
あ

っ
た
。こ
の
地
下
壕
は
、
日
本
人
労
働

者
の
他
に
、
朝
鮮
人
労
働
者
に
よ

っ
て
も
掘
削
さ
れ
た
と
知
ら
さ
れ

た
。
メ
デ
ィ
ア
で
聞
く
満
州
や
朝

鮮
か
ら
の
強
制
連
行
、
強
制
労
働

の
話
が
、
こ
こ
横
浜
の
し
か
も
地

元
日
吉
の
中
で
行
わ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
戦
況
も
知
ら
ず
、
過
酷

な
労
働
条
件
の
も
と
で
、
最
も
危

険
な
作
業
に
駆
り
出
さ
れ
た
異
郷

の
人
々
の
気
持
ち
を
思
う
と
複
雑

な
思
い
に
打
た
れ
る
。

日
本
の
国
が
、
そ
の
国
民
や
周

辺
諸
国
の
人
々
も
巻
き
込
ん
で
強

制
し
て
で
き
た
地
下
壕
。
こ
の
地

下
壕
の
見
学
は
、
世
界
の
中
で
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い

く
べ
き
か
を
考
え
る
よ
い
機
会
で

あ
っ
た
と
思
う
。

（
2
年
1
組
成
人
係
　
赤
瀬
）

こ
の
度
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
下
壕
は
私
が
想
像
し
て
い
た
よ

り
も
ず
ー
っ
と
大
き
く
、
深
く
、

そ
の
設
備
が
立
派
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
全
て
の
点
で
私
を
圧
倒
い
た

し
ま
し
た
。

家
へ
帰
り
、
い
ろ
い
ろ
と
主
人

に
説
明
致
し
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ

り
見
た
こ
と
が
無
い
と
想
像
が
つ

か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。
私
は
、
今
に
も
崩
れ
そ
う

な
素
掘
り
の
狭
い
ト
ン
ネ
ル
を
想

像
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。

見
学
し
て
か
ら
日
が
た
つ
に
つ

れ
、
地
下
壕
が
あ
っ
た
事
の
重
大

さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
ず
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
保
存
会
の
目
的
に

も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
平
和
記

念
の
史
跡
と
し
て
保
存
し
、
「
平

和
記
念
資
料
館
」
を
建
設
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
主
人
も
保

存
会
に
入
会
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
体
験

を
さ
せ
て
頂
い
て
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
に
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

（
3
年
3
組
　
岡
野
）

編

集

後

記

◆
戦
争
と
平
和
が
語
ら
れ
る

8
月
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
今
年
も
事
務
局
に
は

新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
か
ら
連

絡
が
あ
り
、
地
下
壕
の
取
材

に
つ
き
あ
い
ま
し
た
。

◆
ま
た
全
国
の
多
く
の
関
係

団
体
と
の
コ
ニ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
も
深
ま
り
ま
し
た
。

◆
私
達
の
保
存
の
会
も
全
国

的
に
知
ら
れ
、
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
地
域
で
も
関
心
が
高
く
、

秋
に
は
幾
つ
も
の
見
学
会
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
今
回
も
見
学
会
の
感
想
文

そ
の
他
多
く
の
原
稿
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

◆
何
れ
の
原
稿
も
平
和
に
対

す
る
熱
い
思
い
と
保
存
の
必

要
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
声
に
支
え

ら
れ
て
、
私
達
も
頑
張
ら
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
今
後
と
も
温
か
い
御
支
援

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


